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RX62Nグループ、RX621グループ 
DAMCAによる調歩同期式 SCIa送受信 

要旨 
本アプリケーションノートではルネサスMCUの DMAC（DMAコントローラ）を用いた SCI（シリアルコ
ミュニケーションインタフェース）の調歩同期式シリアル通信を紹介します。 

対象デバイス 
RX62Nグループ、RX621グループ 

RX62Nグループ、RX621グループと同様の I/Oレジスタ（周辺装置制御レジスタ）を持つ他の RXファミ
リでも本プログラムを使用することができます。ただし、一部の機能を機能追加等で変更している場合があ
りますのでマニュアルで確認してください。このアプリケーションノートのご使用に際しては十分な評価を
行ってください。 
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1. 仕様 
DMAC（DMAコントローラ）を用いて SCI（シリアルコミュニケーションインターフェース）と内蔵 RAM
との間でデータ転送を行い、送受信シリアル通信を行います。図 1にDMACを用いた調歩同期式シリアルデー
タ送受信の概要を示します。 

① SCIのチャネル 2と DMACのチャネル 0（受信）、チャネル 1（送信）を使用します。 
② 通信フォーマットは 8ビット長、1ストップビット、パリティなしです。 
③ 送信動作は送信データエンプティ割り込み要求で DMACを起動し、あらかじめ用意された任意の転送元
から送信データを SCIのトランスミットデータレジスタ（TDR）に転送します。 

④ 受信動作は受信データフル割り込み要求で DMACを起動し、SCIのレシーブデータレジスタ（RDR）か
ら受信データをあらかじめ用意された任意の転送先に転送します。 

⑤ 指定回数分の転送を完了するとそれぞれ再設定を行います。 
 

 

図 1 DMACを用いた調歩同期式シリアルデータ送受信の概要 
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2. 動作確認環境 
動作確認を行った環境を表 1に示します。 

表 1 動作確認環境 

項目 内容 
デバイス RX62N（R5F562N8BDBG） 
ボード Renesas Starter Kit (R0K5562N0S000BE) 
電源電圧 5.0V（CPU動作電圧は 3.3V） 
入力クロック 12MHz（ICLK=96MHz、PCLK=48MHz、BCLK=24MHz） 
動作温度 室温 
HEW Version 4.07.00.007 
Toolchain RX Standard Toolchain（V.1.0.0.0） 
Debugger/Emulator E20エミュレータ 
Debugger component RX E1/E20 SYSTEM V.1.00.00.000 
 
 

3. 使用機能説明 
• クロック発生回路 
• 消費電力低減機能 
• 割り込みコントローラ（ICU） 
• シリアルコミュニケーションインターフェース（SCI） 
• DMAコントローラ（DMAC） 
 
詳細は「RX62Nグループ、RX621グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照してください。 
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4. 動作説明 

4.1 動作モードの設定 
本アプリケーションノートでは、モード端子をMD1=1、MD0=1に設定し動作モードをシングルチップモー
ドに、システムコントロールレジスタ 0（SYSCR0）の ROMEビットを 1に設定し内蔵 ROMを有効に、SYSCR0
レジスタの EXBEビットを 0に設定し外部バスを無効にそれぞれ設定しています。 

本アプリケーションノートにおける動作モードの設定を表 2に示します。 

2 動作モードの設定 

モード端子 SYSCR0レジスタ 
MD1 MD0 ROME EXBE 

動作モード 内蔵 ROM 外部バス 

1 1 1 0 シングルチップモード 有効 無効 
【注】 SYSCR0 レジスタの ROME ビットおよび EXBE ビットの初期値は、SYSCR0.ROME=1、

SYSCR0.EXBE=0のため、プログラム中で SYSCR0レジスタの設定は行っておりません。 
 
 

4.2 クロックの設定 
本アプリケーションノートで使用している評価ボードには 12.0MHzの水晶発振子が搭載されています。 

そのため、本アプリケーションノートでは、システムクロック（ICLK）、周辺モジュールクロック（PCLK）、
および外部バスクロック（BCLK）をそれぞれ、8逓倍（96MHz）、4逓倍（48MHz）、2逓倍（24MHz）に
設定しています。 

 

4.3 エンディアンの設定 
本アプリケーションノートは、ビッグエンディアン／リトルエンディアンの両方に対応しています。ハー
ドウェアによるエンディアンの設定を表 3に示します。 

表 3 エンディアン設定（ハードウェア） 

MDE端子 エンディアン 
0 リトルエンディアン 
1 ビッグエンディアン 
 
 
コンパイラオプションのマイコンオプションによるエンディアンの設定を表 4に示します。 

表 4 エンディアン設定（コンパイラオプション） 

マイコンオプション エンディアン 
endian = little リトルエンディアン 
endian = big ビッグエンディアン 
【注】 プログラムのコンパイラオプションで選択したエンディアンに合わせて、MDE端子によるエンディア

ンを設定してください。 
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4.4 ビットオーダの設定 
本アプリケーションノートのビットオーダは、ライトおよびレフトの両方に対応しています。コンパイラ
オプションのマイコンオプションによるビットオーダの設定を表 5に示します。 

表 5 ビットオーダ設定（コンパイラオプション） 

マイコンオプション ビットオーダ 
bit_order = right ビットフィールドのメンバの並び順を下位ビットから割り付け（オプション省略時）

bit_order = left ビットフィールドのメンバの並び順を上位ビットから割り付け 
【注】 本アプリケーションノートでは、ビットフィールドは I/Oレジスタ定義ファイル（iodefine.h）で使用

しています。I/Oレジスタ定義ファイルでは、#pragma bit_order拡張子で leftを指定しており、ビッ
トフィールドのメンバの並び順を上位ビットから割り付けています。 

 
【注】 コンパイラオプションの bit_orderと#pragma bit_order拡張子の両方が指定されている場合は、

#pragma bit_order拡張子の指定が優先されるため、コンパイラオプションの bit_orderの指定に関係
なく、I/Oレジスタ定義ファイルで定義されたビットフィールドのメンバの並び順は上位ビットから
割り付けられます。 

 

4.5 SCIの設定 
本アプリケーションノートの SCI通信機能の設定条件を表 6に示します。 

表 6 SCIの設定条件 

使用チャネル SCI 2 
通信モード 調歩同期式モード 
割り込み 受信エラー割り込み（ERI） 

受信データフル割り込み（RXI） 
送信データエンプティ割り込み（TXI） 
送信終了割り込み（TEI） 

通信速度 38400bps（PCLK=48MHz） 
データ長 8ビットデータ 
ストップビット 1ストップビット 
パリティ なし 
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4.6 DMACの設定 
本アプリケーションノートの DMAC転送条件を表 7に示します。 

表 7 DMACの転送条件 

条件 SCI送信側 DMACの転送条件（TXI2） SCI受信側 DMACの転送条件（RXI2） 
使用チャネル チャネル 1（DMAC1） チャネル 0（DMAC0） 
転送モード ノーマル転送モード ノーマル転送モード 
転送回数 256回 256回 
転送データ サイズ：バイト（Byte） 

データ内容：H'00～H'FFまでの 256バイト
サイズ：バイト（Byte） 
データ内容：任意の 256バイト 

転送元 内蔵 RAM レシーブデータレジスタ（SCI2.RDR） 
転送先 トランスミットデータレジスタ（SCI2.TDR） 内蔵 RAM 
転送元アドレス 転送後に転送元アドレスをインクリメント 転送元は固定 
転送先アドレス 転送先は固定 転送後に転送先アドレスをインクリメント

起動要因 SCI送信データエンプティ割り込みで起動 SCI受信データフル割り込みで起動 
割り込み 指定したデータ転送終了後、CPU に対して

割り込み要求 
指定したデータ転送終了後、CPUに対して
割り込み要求 
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4.7 動作タイミング 
動作タイミングを図 2に示します。 

TXI割り込み禁止のため
転送しない

送信動作例

D1

D3D2D1 D4    D255 D256TDR （SCI）

TxD端子

TXIのIR （ICU）

D1TSR （SCI） D3    D254D2

H'FF

～ D255 D256

D1

D1

D1

D2

DMA転送

TDR TSR
自動転送

D2 D254 D255D254 D256

DTE （DMACA）

TXIのIER （ICU）

TE、TIE （SCI）

再送信設定初期設定

DMA転送無効

受信動作例

D1

D255D254  D1 D256RDR （SCI）

RxD端子

RXIのIR （ICU）

D1RSR （SCI） D255D2    D254

H'00

～ D256

DMA転送

RSR RD
R自動転送

D2   D254 D254 D256D255

DTE （DMACA）

RXIのIER （ICU）

RE、RIE （SCI）

再受信設定初期設定

DMA転送無効

転送回数分

転送完了で自動クリア

TXI割り込み禁止

転送回数分

転送完了で自動クリア

RXI割り込み禁止

 

図 2 動作タイミング 

【注】 RX62Nグループ、RX621グループでは、DMACを受信動作で使用する場合、IRフラグの自動クリア
までの間に次の転送要求が発生すると、転送要求の消失が発生するため注意が必要です。詳細は、
RX62Nグループ、RX621グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編「11.7 使用上の注意事
項」を参照してください。 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 定数一覧 
表 8にサンプルコードで使用する定数の一覧を示します。 

表 8 定数一覧 

定数名 設定値 内容 
DMAC_CNT 256 DMACの転送回数 
BUF_SIZE 256 バッファサイズ 
 
 

5.2 変数一覧 
表 9にサンプルコードで使用する変数の一覧を示します。 

表 9 変数一覧 

型名 変数名 内容 使用関数 
unsigned char recvBuff[BUF_SIZE] シリアル受信データを格納する配列変数 main,dmac1_init, 

int_sci_tei2 
unsigned char trnsBuff[BUF_SIZE] シリアル送信データを格納する配列変数 dmac0_init, 

DMAC0_dmtend_int 
 
 

5.3 関数一覧 
表 10にサンプルコードで使用する関数一覧を示します。 

表 10 関数一覧 

関数名 機能 
HardwareSetup 初期化処理、クロック設定、モジュールストップ状態解除 
main メイン処理 

ICUaの初期設定、割り込みレベル設定 
dmac0_init DMAC0の初期設定 
dmac1_init DMAC1の初期設定 
sci2_init SCIの初期設定、転送クロックの設定 
DMAC0_dmtend_int DMAC0転送終了割り込み 
DMAC1_dmtend_int DMAC1転送終了割り込み 
int_sci_tei2 送信完了割り込み 
int_sci_eri2 受信エラー割り込み 
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5.4 処理フロー 
図 3～図 11にサンプルコードの処理フローを示します。 

 

図 3 初期化処理 

 



RX62Nグループ、RX621グループ DAMCAによる調歩同期式 SCIa送受信 

R01AN0266JJ0100  Rev.1.00  Page 10 of 17 
2011.01.18  

・TXI2のDMAC1起動設定
・RXI2のDMAC0起動設定

main

DMACA起動要求選択レジスタ
（DMRSRn）の設定

・SCI2-TXI2、TEI2、RXI2、ERI2
・DMAC0,1 ‒ DMACI0、DMACI1
割り込みレベル＝１

転送データ設定 ・trnsbuff[BUF_SIZE]に転送データ格納

SCIの初期設定
（sci_init）

・SCIのレジスタを設定
・I/Oポートの初期設定
・ビットレートの設定

DMAC0の初期設定
（dmac0_init）

・DMAC1のレジスタを設定
ノーマル転送

TXI2（SCI2送信データエンプティ割り込み）
1データ：8ビット

DMAC1の初期設定
（dmac1_init）

・DMAC0のレジスタを設定
ノーマル転送

RXI2（SCI2受信データフル割り込み）
1データ：8ビット

割り込み要因プライオリティ

レジスタ（IPRm）の設定

割り込み要求許可レジスタ

　（IERm）の設定
・DMAC0,1 ‒ DMACI0、DMACI1
・SCI2-RXI2、ERI2、TXI2
割り込み要求許可

DMA割り込み制御レジスタ
（DMINT）の設定

DMA起動レジスタ
（DMAST）の設定

・DMACI0、DMACI1割り込み許可

・DMAC起動許可

DMA転送許可レジスタ
（DMCNT）の設定

・DMAC0、DMAC1転送許可

 

図 4 メイン処理 
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dmac0_init

DMAアドレスモードレジスタ
（DMAMD）の設定

・転送先アドレスプラス加算

・転送元アドレス固定

return

DMA転送許可レジスタ
（DMCNT）の設定

・DMA転送禁止

DMA転送モードレジスタ
（DMTMD）の設定

・ノーマル転送

・RXI2（SCI2受信データフル割り込み）
・1データ：8ビット

DMA転送元アドレスレジスタ
（DMSAR）の設定

・転送元アドレス：SCIの受信レジスタRDR

DMA転送元アドレスレジスタ
（DMDAR）の設定 ・転送先の開始アドレス：受信データ格納用RAM領域

DMA転送カウントレジスタ
（DMCRA）の設定

・DMA転送バイト数：256バイト

DMAブロック転送カウント
レジスタ（DMCRB）の設定

・3FFhを設定

 

図 5 DMAC0初期設定 
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dmac1_init

DMA転送許可レジスタ
（DMCNT）の設定

・転送先アドレス固定

・転送元アドレスプラス加算

return

DMAアドレスモードレジスタ
（DMAMD）の設定

・DMA転送禁止

DMA転送モードレジスタ
（DMTMD）の設定

・ノーマル転送

・TXI2（SCI2送信データエンプティ割り込み）
・1データ：8ビット

DMA転送元アドレスレジスタ
（DMSAR）の設定

・転送元アドレス：転送データ格納用RAM領域

DMA転送元アドレスレジスタ
（DMDAR）の設定 ・転送先の開始アドレス：SCIの送信レジスタTDR

DMA転送カウントレジスタ
（DMCRA）の設定 ・DMA転送バイト数：256バイト

DMAブロック転送カウント
レジスタ（DMCRB）の設定

・3FFhを設定

 

図 6 DMAC1初期設定 
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・内蔵ボーレートジェネレータ

・シリアル転送動作禁止

sci2_init

・P1ポート（b2）の入力バッファ有効

・PCLK（48MHz）、1ストップビットパリティなし、
データ長：8ビット
調歩同期式モード

シリアルコントロールレジスタ

（SCR）の設定

入力バッファ
コントロールレジスタ
（ICR）の設定

シリアルモードレジスタ

（SMR）の設定

スマートカードモードレジスタ

（SCMR）の設定
・シリアルコミュニケーション

インタフェースモード

ビットレートレジスタ

（BRR）の設定

・BRR=38（38400bps）

1ビット期間wait

return

・TE=1（シリアル送信動作許可）
・TIE=1（TXI割り込み要求許可）
・TEIE=1（TEI割り込み要求許可）
・RE=1（シリアル受信動作許可）
・RIE=1（RXIおよびERI割り込み要求許可）

シリアルコントロールレジスタ

（SCR）の設定

 

図 7 SCI初期設定 

 

 

図 8 DMAC1転送終了割り込み処理 
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図 9 DMAC0転送終了割り込み処理 
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図 10 送信終了割り込み  

 

 

図 11 受信エラー割り込み 
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6. 参考ドキュメント 
• ハードウェアマニュアル 

RX62Nグループ、RX621グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
• ソフトウェアマニュアル 

RXファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
• 開発環境マニュアル 

RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ ユーザーズマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
• テクニカルアップデート 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 

 



RX62Nグループ、RX621グループ DAMCAによる調歩同期式 SCIa送受信 

R01AN0266JJ0100  Rev.1.00  Page 17 of 17 
2011.01.18  

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2011.01.18 — 初版発行 

 



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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